
 

３－３ 第３地域                          

１）第３地域の現況と特徴                       
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「和田」の由来とまちの特徴 

「和田」という地名は全国各地にあり、その名の由来は【湾曲】【海】【田】【人名】【その他】と諸説あ

りますが、多摩市和田は、この地域を流れている大栗川の湾曲に由来か、7 世紀ごろに普及した水田

開発に由来していると思われます。 

実際、この地域には市内でも比較的古くから人が居住した形跡があり、それを裏付ける遺構として

「稲荷塚古墳」が挙げられます。この古墳は過去に実施された確認調査により八角形墳の可能性が指

摘されており、同時期の古墳としては最大級とされています。 

古くから人が居住してきたと考えられる和田ですが、鉄道駅からやや離れていることから、急激な市街

化の影響を受けることなく今に至っています。それは、多摩ニュータウン開発に伴って河川改修された大

栗川や野猿街道、土地区画整理事業*による計画的住宅市街地がある反面、日野市境に残された

斜面緑地や、農道沿いの自然発生的住宅市街地、生産緑地*、幹線道路沿いのショッピングセンター

や工場等が入り混じった複合的な市街地が形成されていることからも伺えます。 

都市計画的にはあまり秩序の取れた地域ではないかもしれませんが、それが逆にかつての多摩らしさを

随所に残す、歩いて楽しい魅力を醸し出しているのかもしれません。 



 

２）市民の意識                            
 

 

３）第３地域におけるまちづくりの課題                 
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４）第３地域のまちづくりの方針                     

■まちづくりの基本的な方向性                         

 

■ゾーニングの考え方                            
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■まちづくりの方針                             

○ 地域の核におけるにぎわいの形成 

・ 

○ 公園・緑地におけるにぎわいの形成 

・ 

○ 地域資源を活かしたにぎわいの形成 

・ 

○ 大学とまちづくりに関する取組みや連携の促進 

・ 

 

 

○ 公共交通ネットワークの確保・維持 

・ 

○ 誰もが移動しやすい環境の整備に向けた検討 

・ 

 

 

○ 利用者の安全性の向上 

・ 

・ 

 



 

 

○ 自転車ネットワークの充実 

・ 

・ 

○ まちの回遊性の向上 

・ 

○ 河川沿いの回遊性の向上 

・ 

 

 

○ みどりの適切な保全とネットワークの形成 

・ 

 

○ 安心・快適な歩行空間と持続可能なみどりの形成 

・ 

 

○ 水質の保全 

・ 

○ 親水空間の形成 

・ 

 



 

○ 都市計画制度等の活用による農地の維持・保全 

・ 

○ 農地の機能を活かしたまちづくりの推進 

・ 

・ 

 

 

○ 地域住民の憩いの場となる屋外環境の創出 

・ 

 

○ 市民参加による維持管理の推進 

・ 

 

 

○ 建築物やインフラ施設の耐震性向上 

・ 

○ 住環境の改善 

・ 

・ 

  



 

○ 防災対策の推進 

・ 

○ 流域治水対策の取組みの推進 

・ 

 

○ 避難所・避難経路の充実 

・ 

・ 

・ 

 

 

○ バリアフリー化の推進 

・ 

 

 

○ 低層住宅地における良好な住環境の保全 

・ 

・ 

○ マンション管理の適正化の促進 

・ 

・ 

・ 

  



 

○ 地域の環境に調和した更新の誘導 

・ 

・ 

・ 

 

 

○ 資源の保全と活用、特色に合わせた景観の形成 

・ 

・ 

・ 

 



 

■第３地域のまちづくり方針図                        

 

 

 

 

 

 



 

３－４ 第４地域                          

１）第４地域の現況と特徴                       
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２）市民の意識                            
 

 

３）第４地域におけるまちづくりの課題                  
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４）第４地域のまちづくりの方針                    

■まちづくりの基本的な方向性                         

 

■ゾーニングの考え方                            

 

・ 

 

 

・ 

 

 

・ 

・ 

 

 

・ 

・ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

・ 

 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

・ 

 

■まちづくりの方針                             

○ 近隣センター地区におけるにぎわいの形成 

・ 

・ 

・ 

○ 公園・緑地のにぎわいの形成 

・ 

○ 大学とまちづくりに関する取組みや連携の促進 

・ 

 



 

○ 南多摩尾根幹線沿道の土地利用転換による新たなにぎわいの形成 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

○ 公共交通ネットワークの確保・維持 

・ 

○ 誰もが移動しやすい環境の整備に向けた検討 

・ 

○ 都市拠点や軸、地域拠点等とのつながり強化のための交通ネットワークの導入検討 

・ 

 

 

○ 南多摩尾根幹線の4車線化整備の早期完了 

・ 

 

○ ウォーカブルなまちづくりの推進 

・ 

  



 

 

○ 自転車歩行者専用道路の環境整備 

・ 

・ 

○ まちの回遊性の向上 

・ 

 

 

○ 連続するみどりの保全とネットワークの形成 

・ 

 

○ 安心・快適な歩行空間と持続可能なみどりの形成 

・ 

 

○ 水質の保全 

・ 

○ 親水空間の形成 

・ 

  



 

 

○ 地域住民の憩いの場となる屋外環境の創出 

・ 

 

○ 市民参加による維持管理の推進 

・ 

 

 

○ 特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化等の推進 

・ 

 

○ 建築物やインフラ施設の耐震性向上 

・ 

○ 防災対策の推進 

・ 

○ 流域治水対策の取組みの推進 

・ 

 

○ 地域の防災性の向上 

・ 

 



 

○ 災害時を想定した団地建替え 

・ 

○ 避難所・避難経路の充実 

・ 

・ 

 

 

○ バリアフリー化の推進 

・ 

 

 

○ 低層住宅地における良好な住環境の保全 

・ 

○ マンション管理の適正化の促進 

・ 

・ 

・ 

○ 良質な住宅ストックの形成 

・ 

  



 

○ 地域の環境に調和した更新の誘導 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

○ うるおいのあるみどりの景観の形成 

・ 

・ 

・ 

 



 

■第４地域のまちづくり方針図                        

 

 

 

 

 



 

３－５ 第５地域                         

１）第５地域の現況と特徴                       
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近隣センターの魅力 

多摩ニュータウンには、各住区内における徒歩の利用を前提として、日用最寄り品を扱う店舗等の

商店街と公益的施設を持った近隣センター*が配置されています。その中の１つ、落合・鶴牧近隣セン

ター*は鶴牧商店街として地域の方に利用されています。 

落合・鶴牧近隣センター*に仕事場を設けて約 20 年、職住近接で暮らしてきました。越して来た頃

はにぎわいというには欠け、職住環境の地として選択するにあたり随分迷いましたが、みどりが多く自転車

歩行者専用道に面したこの整備環境は魅力があり、ここを"まちの広場（商店街をまちの居間）"にす

るのだと、ここに関わる人たちと賑わいを創出する企画やマルシェの開催をしました。地域の特色がみられ

る落合・鶴牧近隣センター*として、地域と事業者が良い関係性を築けていると思います。その一つがテ

ナントの種類です。医療、福祉、飲食、理美容、設計事務所、スポーツ等練習場等と多岐にわたり、

また店舗前のガーデニングも多様性が表れていると感じます。 

これからも地域のひとたちとできる範囲で取組み続けることで【緑豊かな環境で、人々が買い物をした

り、仕事をしたり、ゆっくり歩いたり、みんなで食事をしたり、小さいけれどさまざまな事が起きる「まちの広

場」】になると思っています。 

当初、住宅公団が多摩ニュータウンに描いたみどりの中の街、歩道で繋がる街、近隣住区などの理

念は、今の時代こそ求められているのではないでしょうか。これからもこの理念を大切に守り、まちの魅力

として次世代に引き継いで行きたいものです。 



 

２）市民の意識                            
 

 

３）第５地域におけるまちづくりの課題                  
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４）第５地域のまちづくりの方針                    

■まちづくりの基本的な方向性                         

 

■ゾーニングの考え方                            
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■まちづくりの方針                             

○ 近隣センターにおけるにぎわいの形成 

・ 

・ 

○ 公園・緑地におけるにぎわいの形成 

・ 

 

 



 

○ 公共施設等を活かしたにぎわいの創出と回遊性の向上 

・ 

○ 生活サービス機能の充実によるにぎわいづくり 

・ 

○ 南多摩尾根幹線沿道におけるにぎわいの形成 

・ 

○ 大学と連携したにぎわいの形成 

・ 

 

 

○ 多摩都市モノレール町田方面等の延伸の早期実現 

・ 

・ 

○ 小田急多摩線唐木田駅から相模原方面への延伸の促進 

・ 

 

○ 公共交通ネットワークの確保・維持 

・ 

 



 

○ 誰もが移動しやすい環境の構築に向けた検討 

・ 

○ 都市拠点や軸、地域拠点等とのつながり強化のための交通ネットワークの導入検討 

・ 

 

 

○ 南多摩尾根幹線の４車線化整備の早期完了 

・ 

 

○ ウォーカブルなまちづくりの推進 

・ 

 

 

○ 自転車歩行者専用道路の有効活用 

・ 

・ 

○ まちの回遊性の向上 

・ 

  



 

 

○ 無電柱化整備路線の事業化の検討 

・ 

 

 

○ みどりの保全とネットワークの形成 

・ 

 

○ 安心・快適な歩行空間と持続可能なみどりの形成 

・ 

・ 

 

○ 水質の保全 

・ 

○ 親水空間の形成 

・ 

  



 

 

○ 屋外環境の創出 

・ 

 

○ 維持管理への市民参画の取組み推進 

・ 

○ 市民参加による維持管理の推進 

・ 

 

 

○ 特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化の推進 

・ 

 

○ 建築物やインフラ施設の耐震性向上 

・ 

○ 防災対策の推進 

・ 

○ 流域治水対策の取組みの推進 

・ 

  



 

○ 地域の防災性の向上 

・ 

○ 災害時を想定した団地建替え 

・ 

○ 避難所や災害備蓄品の充実 

・ 

・ 

 

 

○ バリアフリー化の推進 

・ 

 

 

○ 低層住宅地における良好な住環境の保全 

・ 

 

○ マンション管理の適正化の促進 

・ 

・ 

・ 

○ 良質な住宅ストックの形成 

・ 

 



 

○ 地域の環境に調和した更新の誘導 

・ 

・ 

・ 

 

 

○ 資源の保全・活用と、特色に合わせた景観の形成 

・ 

・ 

・ 

 

 

 



 

■第５地域のまちづくり方針図                        

 

 
 

 

 




